
令和３年度　事務事業総点検表（１次評価）

会計室

Ｒ２ Ｒ１ H30

会
計
室

1
公金の安全
かつ効率的
な運用

H 15 ～
市

（直営）

市民の財産である公
金の運用にあっては、
安全性を最優先しつ
つ最も効率的かつ有
利な運用に努める。

資金収支計画を精査
し余裕資金について、
確実でより有利な利率
での運用を行う。

①預金引合本数
（基金単独分含
む）
②債券購入回数

①50本
以上
②２回以
上

①71本
②15回

一
般

31 ― 0 1.0 0.0 運用利子額
180,00
0千円

188,79
9千円

174,44
6千円

182,85
8千円

保有の地方債等の債券及び昨今の
金利情勢を勘案し、下記のとおり目
標値を算出した。
・基金運用（債券）分　177，700千円
・基金運用（預金）分     1，300千円
・合算運用（預金）分　   1，000千円

180,20
6千円

A A

指定金融機関との相対による譲渡
性預金の利率が引き下げられたこ
とから、より有利な預入（引合）を多
く実施するために、これまで各課
に翌月分（１か月分）のみ依頼して
いた資金計画を、翌２か月分とす
ることにより、収支の見込や余剰金
の把握を綿密に行った。
また、債券運用についても購入方
法を見直し、運用収入額の目標値
を上回ることができた。

マイナス金利政策の影響により預
金の金利は未だ低水準であるが、
引合の成立件数は増加傾向にあ
る。そのため、引合本数を増やし
成立機会を確保するという方針か
ら、運用資金の増額及び長期の
預入れにより、運用益を確保する
という、低金利時代の金融情勢に
則した方針へと転換するため、今
後も金融情勢の動向に注意を払
い、基準の見直し等を実施してい
く。

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名


